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原
発
事
故
に
関
わ
る
避
難
計
画
の
策
定
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
関
し
て
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
福
島
県
の
十
一
市
町
村
で
、
今
春
ま
で

に
、
帰
還
困
難
区
域
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
地
域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
が
、
五
市
町
村
で
は
原
子
力
災
害
が
再
び
あ
っ
た

場
合
に
備
え
る
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
、
廃
炉
に
向
け
た
作
業
が
本
格
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
溶
け
落
ち
た
燃
料
の

状
態
も
判
然
と
し
な
い
な
ど
、
万
が
一
の
事
故
発
生
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
条
及

び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
防
災
基
本
計
画
及
び
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
基
づ
く
地
域
防

災
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

避
難
計
画
が
未
策
定
の
理
由
と
し
て
、
葛
尾
村
は
「
担
当
職
員
が
二
人
し
か
お
ら
ず
、
専
門
知
識
も
な
い
う
え
、
他
の
業
務

が
多
く
て
手
が
回
ら
な
い
。
国
や
県
か
ら
の
助
言
も
な
い
」
、
飯
舘
村
は
職
員
不
足
に
加
え
「
住
民
の
帰
還
状
況
を
み
な
い
と

策
定
が
難
し
い
」
、
田
村
市
は
「
避
難
所
の
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
」
な
ど
の
報
道
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
現
状
に
関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一



一

万
が
一
の
事
故
の
発
生
を
想
定
す
れ
ば
、
避
難
計
画
が
未
策
定
な
ま
ま
、
避
難
指
示
の
解
除
を
す
る
こ
と
は
妥
当
な
こ
と

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
は
か
か
る
避
難
指
示
の
解
除
を
妥
当
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

二

報
道
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
員
や
専
門
知
識
の
不
足
が
、
避
難
計
画
策
定
の
隘
路
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
こ
れ
ら
自

治
体
に
対
し
て
、
避
難
計
画
策
定
の
支
援
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
条

及
び
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
求
め
ら
れ
て
い
る
防
災
基
本
計
画
及
び
原
子
力
災
害
対
策
指

針
に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画
の
作
成
は
、
当
該
法
令
に
よ
り
自
治
体
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

四

三
に
関
連
し
て
、
当
該
地
域
防
災
計
画
に
は
、
実
効
性
の
あ
る
住
民
の
避
難
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い

う
理
解
で
よ
い
か
。

五

例
え
ば
、
飯
舘
村
で
は
「
住
民
の
帰
還
状
況
を
み
な
い
と
策
定
が
難
し
い
」
、
田
村
市
で
は
「
避
難
所
の
調
整
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
」
な
ど
の
認
識
が
示
さ
れ
、
机
上
の
計
画
だ
け
で
は
当
該
避
難
計
画
の
実
効
性
を
担
保
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
に
避
難
指
示
を
解
除
す
る
こ
と
は
妥
当
な
こ
と
な
の

二



か
。
政
府
が
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る
な
ら
、
そ
の
理
由
を
国
民
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
願
い
た
い
。

六

今
回
の
避
難
指
示
解
除
に
限
ら
ず
、
万
が
一
の
事
故
発
生
を
想
定
す
れ
ば
、
住
民
が
被
ば
く
す
る
こ
と
な
く
安
全
に
避
難

で
き
る
計
画
が
策
定
で
き
な
け
れ
ば
、
原
子
力
発
電
所
を
稼
働
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


